
 

 

積算 

（設計書取り込み） 

設計書を取り込んで作成する 

（事前準備）各自治体の設計書（電子ファイル）をお手元に 

ダウンロードしてください。 

 

※画像は Gaia10 のものですが、Gaia11 も同じ手順になります。 

 

１．Gaiaシステムを起動する     

 

WindowsのデスクトップにあるGaiaのアイコンをダブルクリックします。 

 

２．設計書取込ボタンの選択 

     

 

「工事名表」にある「設計書取込」 

ボタンをクリックします。 

 

 

 

３．取り込む設計書を選択する    

 

事前に用意した設計書を選択し、  

「開く」をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

４．自治体を選択する        

 

取り込む設計書に適した自治体を選択し 

「取り込み」をクリックします。 

 

５．工事名の確認          

 

「工事作成」が表示されます。 

工事名が取り込まれているのを確認し 

「次へ」をクリックします。 

 

 

 

設計書によっては、工事名が表記されて

いない等の理由で、工事名が取り込まれ

ない場合があります。 

その場合は、手入力してください。 



設計書取込工事での歩掛条件の自動選択 
 

設計書に記載されている歩掛条件を元に、自動積算での質問を自動で選択する機能です。 

 

 ※自動選択された歩掛条件は、設計書に記載されている条件を元に判断したものですが、 

  最終的な確認はお客様ご自身で行っていただきますようお願いいたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６．発注者・年度・地区を選択する  

 

【発注者】･【歩掛区分】 

【単価適用日】・【単価地区】を 

選択し、「次へ」をクリックします。 

 

単価地区が未設定になっている場合は、 

未設定をクリックして、 

使用する地区を選択します。 

 



 

７．工事情報を入力する       

 

必要に応じて工事情報の入力します。 

 

 

 

 

 

 

入力が終わりましたら、［次へ］を 

クリックします。 

 

 

 

 

８．各種補正を入力する        

 

必要に応じて各種補正率の入力します。 

 

入力が終わりましたら、「次へ」を 

クリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

９．工事内容の確認       

 

作成する工事の内容を確認します。 

「工事作成」をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

積算 
（設計書取り込み） 

積算を行う 

取り込んだ設計書を積算する方法をご説明します。 

 

１．表種別の設定     

 

「表種別設定」画面が 

表示されます。 

表種別の設定を確認し、 

[OK]をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．本工事費内訳書の表示    

「本工事費内訳書」が表示されます。 

設計書の内容で取り込まれているのを確認し積算を行います。 

 

 



３．代価表の【？】マークから積算を始めます   

 

 

 

４．検索結果から工種を選択する 

検索結果より、該当する工種をダブルクリ

ックして積算を行います。 

 

 

検索結果より、該当する工種を  

ダブルクリックして積算を行います。 

 

 

 

注）検索が出来なかった場合は、 

キーワードを変更し再検索を行ってくださ

い。  

 

 

文字を単語で区切り、スペースを空けて 

検索すると、ヒットしやすいです。 

 

 例：「下層路盤車道路肩部」 

       ↓ 

「下層路盤 車道 路肩部」 

 

 検索結果に該当の工種が表示されなかっ

た場合は「検索範囲」の「すべての歩掛区

分を検索」にチェックをつけて 

検索を行ってください。 

 

 

「費目行」とは、今から積算 

していく工種（土工、土砂等運搬等）

の金額を集計するための行を表し

ます。 

設計書取込行 を 

ダブルクリックします。 

明細代価表をダブルクリックします。 

ダブルクリックします 

 

 

 



５．積算条件の選択を行う   

 

 

積算条件の選択を行い[確定]を 

クリックします。 

 

 

 

 

 

・ 

・ 

選択すべき積算条件が終了すると、下記画面が表示されますので[確定]をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

設計書内で複数使用している表がある 

場合に右図のようなメッセージが表示されます。 

 

選択した条件と同じ内容であれば 

[全て変更]をクリックします。 

 

条件が異なる場合は[この表のみ変更]を 

クリックします。 

 

 

条件選択が終了すると以下の画面になりますので、[Enter]をクリックして確定します。 

 

例：施工第0-0002号内訳表の「下層路盤（車道・路肩部）」の積算が完了しました。 



  

 

 表の 

変換方法 
 

取り込んだ代価表の変換 

取り込んだ代価表を単価や、手書き行へ変更します。 

ここからは代価表の変換機能をご説明します。 

 

１．代価表から単価へ変更する    

 

材料単価・処分費等の場合も代価表  で取り込まれます。 

２．取込み行を単価へ変更する    

 

該当の単価行を選択し右クリックをします。 

「設計書取込み行を変換」 

「単価から選択する」をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．単価を選択する        

 

単価画面が表示されます。 

該当の単価を選択しダブルクリックを 

します。 

 

 

 

該当の単価を、検索機能を利用し 

検索することも可能です。 



４．確認画面が表示されます       

 

確認画面が表示されます。 

「はい」をクリックします。 

 

 

５．選択した単価が計上されます        

 

画面が内訳書に戻り、選択した金

額が計上されたのを確認します。 

 

代価表から単価へ表を 

差し替えた事により 

表の表示も      へ 

変更されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

直接工事費の積上げが終わりましたら、経費計算を行います。 

「②間接費～経費計算」にお進みください。 

取り込んだ代価表  を代価表・手書き等の表に変換する場合も同様の手順で行います。 

右クリックから「設計書取込み行を変換(E)」から選択することにより変換できます。 

 
また、変換した行を設計書取り込み行   へ戻すことも可能です。  

該当の行から右クリックで「設計書取込み行に戻す(Ｎ)」を選択することで 

戻すことが可能です 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


